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　微量を笹の葉に塗り、舌にのせました。そ

の毒が強いかどうかを、それによって知りま

した。これは、「スルク　サプケ（毒の塩梅を

見る）」と言われます。 

　私たちが間違って毒にかかると、すぐ死に

ます。 

　砂沢クラさんは、以下のように書きました

： 

　「若いおばさん、走ってきて、若いおじさ

ん熊取りしかけにかかったと言って走った。

父母は荷物が重くて遅く着きましたから、か

わいそうに若いおじさん苦しんで身のやり場

がないようにころがっていました。それか

ら、毎日毎日、矢の傷、草の根で直したが、

だんだん悪くなって、少し良くなっても、ま

た悪くなり、ある日からだ全体が腫れて、そ

の日に亡くなりました。」
（『私の一代の思い出』砂沢 クラ著

昭和58年 みやま書房　p.33-34）

　中本ムツ子さんは以下のように言いました

： 

　「トリカブトとニリンソウは、まだ小さい

うちは似てます。しかし、大きくなれば違い

がはっきりします。」
（『ウパシクマ１』語り・中本 ムツ子、編・解説・片山 龍峯

1999年 片山言語文化研究所　p.59）

　春になると、ニリンソウの花が咲きます。

花は白です。 

　秋になると、トリカブトの花が咲きます。

花は紫です。 

　ニリンソウの茎は中空ですが、トリカブト

の茎は違います（編註：中が随で塞がってい

ます）。 

　トリカブトの茎は潰すと、ピリッと苦臭い

がしますが、ニリンソウは刺激臭はありませ

ん。 

　トリカブトの毒成分である「アコニチン型

アルカロイド」は、神経細胞に作用します

（編註：「神経毒」）。 

　トリカブトを食べると、体じゅうがしび

れ、体が弱くなり、死にます。 

　漢方では、トリカブトから附子（ぶし）と

いう薬が作られます。 

　しかし、毒があるので、医者しか使っては

いけません。

［横山　裕之］沙流・千歳

　 

◎トピックス
   

  

◆ ３月２０日、イギリスと共にアメリカがイ

ラクを攻撃しました。何とかして戦争が起こ

らないように国連でいろんな国の人たちが相

談しましたが、結局戦争になりました。 

　国連の人たちは何のために今まで相談した

のでしょうか？ 

　今も、たくさんの爆弾が落とされて、多く

の人たちが殺されてしまいました。そうする

ことを日本国が承諾すると言ったことは本当

に腹立たしいです。 

　いろんな国の人たちがアメリカに抗議する

ために助け合って、デモをしています。 

　今からも、どうなるのかわかりませんが、

もう一人も殺されずにいて欲しいです。 

［浜田　隆史］沙流・千歳
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